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午後Ⅰ対策の要点

3段跳び法
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選択しなかった人は解いてみましょう

設問1(1) ①

設問1　〔新サービスの企画〕について，(1) ～ (3)に答えよ。

(1) 新サービスの企画の背景となったA社の事業環境上の問題を二つ，

それぞれ10字以内で述べよ。

・警備員不足

・労働災害の件数の増加

参照指示

①Key，②要求事項
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設問1(1) ②

〔新サービスの企画〕

……

〔警備サービスの事業環境〕

……

〔A社の現状〕

……

p.4
下から
7行目

A社の事業環境上の問題点
→ 記述なし

p.3

設問1(1) ③
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設問1(1) ④

人材確保費用の増加

安全対策費用の増加

A社

警備サービスの事業環境

利益率の減少

労働人口の減少 警備員不足

警備員の高齢化 労働災害の頻発

設問1(2) ①

設問1　〔新サービスの企画〕について，(1) ～ (3)に答えよ。

(2) 新サービスで異常を通知する警備ロボットを特定するために

警備クラウドに必要となる情報を二つ，それぞれ15字以内で述べよ。

・異常を検出した地点の位置情報

・全ての警備ロボットの位置情報

参照指示

要求事項

Key



5

設問1(2) ②

設問1(2) ③



6

設問1(3) ①

設問1(3) ②

p.6
16行目

(2) 警備ロボット

……

さらに，S氏は，訪問者からの問合せを，警備ロボットを使って警備クラウド経由で，A社

内にあるコールセンタで受け付けることにした。省人化を図るため，コールセンタにAIを導

入し，問合せに自動応答できるようにする。しかし，全ての問合せに自動応答できるわけ

ではない。そのため，S氏は，コールセンタのAIが自動応答では対応できないと判断した

場合にはコールセンタの要員に通知し，通知を受けた要員が警備クラウドを経由して警

備ロボット又は警備員に対応を指示することにした。

新サービスではAIを，警備クラウドとコールセンタで活用することになっている。しかし，

S氏はこの警備クラウドのAIとコールセンタのAIを連携させることは考えていない。

Hop

p.6
下から
7行目
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設問1(3) ③

設問2(1) ①
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設問2(1) ②

設問2(1) ③
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設問2(2) ①

設問2(2) ②
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設問2(2) ③

設問2(2) ④
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設問3(1) ①

設問3(1) ②
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設問3(2) ①

設問3　〔新サービス導入の提案〕について，(1) ～ (3)に答えよ。

(2) エッジサーバの導入により，警備クラウドとエッジサーバ間で必要となる処理は何か。

35字以内で具体的に述べよ。

警備クラウドの収集データとエッジサーバの収集データを同期する処理

参照指示

要求事項Key

設問3(2) ②

…… S氏が導入したエッジサーバは，上位の警備クラウドで保存するデータやプログラム

の一部の範囲を保存し，当該範囲に対する警備クラウドの機能を代行で提供することが

できる。エッジサーバは当該顧客施設内に設置することにした。なお，エッジサーバが導

入されている場合，エッジサーバと警備クラウドにおける収集データの範囲は，次のとお

りである。

・エッジサーバでは，エッジサーバの範囲内で収集データを更新する。

・警備クラウドでは，エッジサーバが導入されていない範囲で収集データを更新する。

p.7
下から
12行目

Hop

役割

役割
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設問3(2) ③

設問3(3) ①
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設問3(3) ②

…… A社は，X社との検討を進めるとともに，新サービスの顧客獲得を進めやすくするため

に，X社に協力を求めることにした。

p.7
下から
2行目

Hop

理由

p.3
下から
7行目

警備サービスにITを活用することについて，苦手意識を持っている顧客企業は多く，ま

た，その費用対効果を不安視する顧客企業も少なくない。

一方，ITを活用した警備サービスをいち早く導入したいと考えている先進的な顧客企業も

ある。そのような顧客企業に，ITを活用した警備サービスの導入事例としてA社のWebサイ

トやパンフレットへの掲載に同意してもらい，それを紹介することで，ITを活用することに懐

疑的な顧客企業にも導入に前向きになってもらえると考えている。

詳細

導入事例として，X社を紹介 → Web，パンフレットに掲載

X社

午後Ⅱ対策の要点
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章立てとユニット分け

設問イの章立て
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章立ての結果

ネタだし①

導入するクラウドサービスの概要
・クラウドVPN → 営業部門，クラウド経由で外部から営業システムにアクセス
・請求書作成クラウド → 請求・入金業務，商品名や数量入力で請求書を自動作成
・クラウド型SFA → 営業支援システムの導入，顧客管理，案件管理
・健康支援クラウド → 会員の健康データを記録，AIで分析，健康指導

事業戦略とどのように結びつくか
・密接な営業 → 顧客満足度向上 → 顧客維持
・業務負荷の軽減 → 人員抑制，ミスの軽減，労災抑制
・会員の健康増進 → 医療費の抑制

第2章 クラウドサービス導入方針の策定

2.1 策定したクラウドサービス導入方針

2.2 事業戦略実現への貢献

2.3 導入における課題

・導入方針の有効性

・導入の実現性

・導入の期間・費用

・導入によるリスク

2.4 特に重要と考えて検討したこと
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R元年 本試験 午後Ⅰ 問2の事例

ネタだし②



18

第1章の論述例①

第1章の論述例②
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2.1の展開例

2.1の論述例
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2.2の展開例

2.2の論述例
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2.3の展開例

・導入方針の有効性

営業業務の負荷軽減が，事業戦略実現につながらない

・導入の実現性

クラウドサービスが，当社の業務プロセスにうまく適合しない

・導入の期間・費用

計画している導入時期に間に合わない

費用に見合う効果が得られない

・導入によるリスク

既存業務に想定外の影響が及ぶ

事業者の廃業により，サービスが受けられなくなる

What

導入における課題

How

請求・入金処理サービスの導入を前提とした新業務フローを作成

→ 関連する全ての部門を交えて新業務フローの検討

想定しているクラウド事業者の財務体質を評価

2.3の論述例

文字数

実質文字数で373



22

2.4の展開例

2.4の論述例
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ラスト1週間の対策スケジュール


